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文 責 ： 校 長 中 村 裕 子

「北の風」とは北中の勢いという意味です。

「責任と信頼に裏づけられた地域に冠たる中学校を目指して」

希望に胸をふくらませて１年生が入学し、進級した子どもたちとともに平成２３年度の学校生活がスタートしました。
新年度にあたって、私は、この子どもたちのために全力を尽くそう、よりよい学校経営を行い、責任をもってやり抜こう

と心を新たにしています。 なかむらゆうこ

さて、私はこの度の人事異動により赴任してまいりました中村裕子と申します。私は教諭、教頭そして校長と三度の北中学

校勤務となりますが、近年、諸々の活動や通勤途上で行きかう生徒たちの様子やさまざまな活動を見させていただき、「実に勢

いのある元気な中学校」という印象を持っていました。

そして、４月１日、北中学校に赴き、この印象をはるかに超える生き生きとした生徒たちと教職員、そして学校風土に触れ、

気持ちを高ぶらせるとともに、この有望な学校を引き継ぐ者として、その責任の大きさを痛感しています。

時まさに教育変革期、この時期は、本校が「天下に冠たる中学校」になるための加速期であると思っています。そのための課題は

決して少なくはありませんが、「やれることから確実にやっていく」という気持で教職員一同 「やる気」に満ちています。

私は、日本の将来を担う子どもたちが、もっと自信に満ちて自分の将来像を語れるよう育てていくことこそ、学校がイ

ニシアティブを持ってやるべき仕事であろうと思っています。そのために、教職員が社会に生きる人間の先輩として、子

どもたちの手本となる姿を示していきたいとも考えております。

保護者の皆様、「自信をもって生きていける子どもの育成」に向けて手を組もうではありませんか！

本年度、北中学校はこれまでの伝統を輝かせつつ、さらに努力を続けます。どうぞよろしくご支援ください。

本 年 度 、 北 中 学 校 は 次 の よ う に 取 り 組 み ま す 。

「学力向上なら北中学校」と胸を張って言えるよう、 「学校へ行くことが待ち遠しい」と思って生活できるよう
教職員の英知をかけて取り組みます。 な指導を全教育活動を通して行います。規律の確立も重

点とします。

教員が生徒とともに「人としての在り方」を考えていきます。 「自分が好き」と感じられるような指導を行っていきま
す。また将来に目を向けた取り組みも行います。

「１に体験、何でも体験」を通して、実践力を育てて ご家庭と協力して望ましい生活習慣を確立させていき
ます。いきます。

安全で居心地のよい環境づくりに心を配ってい
各教科や行事と連動させて「生活力」を育てていきます。 きます。

(^_^)v 今後、校長の考えや保護者の皆様へのメッセージを「学校だより『北の風』」として

時折発行してまいります。

保護者の皆様のお声も載せていきたいと考えておりますので、是非ご投稿ください。


